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幻の大坂遷都

　守口市竜田通と浜町の南角に「難
なんしゅうじ
宗寺」があります。

慶応３年（1867年）第15代将軍・徳川慶喜が大政奉還
し、明治新政府が成立しましたが、慶応４年（1868年）
に旧幕府軍と新政府軍の「鳥羽伏見の戦い（戊辰戦争）」
が起こり、旧幕府軍は敗れ大坂城へ逃れました。
　新政府は明治天皇の権威を国民に示すため、旧幕府
を討つことを名目に大坂遷都を建白しましたが、反対
もあり、孝明天皇崩御後、初めての大坂行

ぎょうこう
幸（行幸と

は天皇が外出されること）をしました。
　その途中で「難宗寺」に宿泊され行

あんざいしょ
在所（天皇が外出

した時の仮の御所）となりました。
　また、大正天皇も皇太子の時に宿泊されています。

　守口市浜町に「盛
じょうせんじ
泉寺」があります。

　明治天皇が大坂行幸の際、内
ないじどころ
待所すなわち賢

かしこどころ
所（皇位

の象徴である三種の神器の一つ八
やた の
咫鏡

かがみ
を祀

まつ
る場所）とな

りました。賢所は高さがあり、これまでの寺の門では入
らなかったので、新たに作られた門「塀

へいじゅうもん
重門」が今も貴重

な史跡として残っています。
　その後江戸城は皇居と定められ、新政府は東京に移り、
明治政府が誕生しました。
　こうしたさまざまな遷都にまつわる混乱期の中、天皇
の象徴である賢所が置かれた守口宿は、一日首都の役割
を果たし、大坂遷都は幻となりました。
　近年、慶応４年に帝室臨時編集局がまとめた「大坂行
幸懸記録」が盛泉寺から発見され、克明に記された当時
の大坂行幸に関する貴重な記録がよみがえってきました。

貴重な史料は守口市の宝~㈶守口文庫～
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。
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瓶
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菊
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約
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万
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献
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史
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史
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史
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史

を
伝
承
す
る
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
史
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史
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史
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７
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き
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で
苦
し

む
民
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の
救
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と
、
極
端
な
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足
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中
、
幕
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を
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た
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、
弟
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や
武
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農
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を
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挙
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史
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。
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右
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。
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役
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た
た
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、
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農
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講
義
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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難宗寺行在所の碑

明治天皇が一泊された時の「玉座」が大切に保存されています。
錦の御

みはた
旗（天皇軍の旗）レプリカ（復元）・難宗寺所蔵

明治天皇および大正天皇がお湯殿で
ご使用されたもの

難宗寺の北西の角に「すぐ守口街
道」「すぐ京街道」と書かれた道

みちしるべ
標

や記念碑があります。

慶応４年に東京臨時帝室編集局より
盛泉寺に届いた「大坂行幸懸記録」

大阪府からの書状（上）
盛泉寺内侍所となった貴重な資料（下）

盛泉寺内侍所の碑

盛泉寺正門および
塀重門（右）

宿場の軌跡をたどる
 ~幕末維新の歴史舞台になった守口~

㈶守口文庫理事長・菊
きくたかおる
田芳さん

慶応４年明治天皇初の大坂行幸
は、1659人の一行が守口宿に一
泊したとされています。

数年前まで現存していた大塩書院（大塩平八郎の講議所、
守口市竜田通）、白

し ら い こ う え も ん
井孝右衛門末えいの白井孝

たかひこ
彦氏より提供

大塩書院跡の碑と瓦 大塩平八郎肖像画　㈶守口文庫所蔵


